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2018年度取組み
■教育プログラムの質・量向上
　○各学校のニーズに対応した
教具の開発
○指導案の充実

■人材育成
　○教師の授業力向上
　○子どもたちの育成

学校連携モデル研究事業
2017
連携・開発・実践

期日
取組み内容
4月
〇実施要項作成
〇教育普及に係る、先進地域調査（台湾）
5月
〇リーフレット作成（1,200部）各種学校配布
〇出前授業受付
〇学校対応民具体験学習プログラム受付
6月
〇出前授業（予定）
〇夏休み教職者向け館内講座実施要項配布
7月
〇国内博物館等教育普及先進館の事例調査（関西）
　・国立民俗博物館視察・京都国立博物館他視察
〇出前授業
8月
～
11月
〇8月1日教職者向け館内講座

〇9月1日～2日全国ミュージアムキッズフェスタ参加（予定）
〇出前授業（調整これから）

12月
～
3月
〇学校対応民具体験学習プログラム（15校予定）
〇移動展（伊平屋島）に係る、出前授業調整
　・1月出前授業
〇連携モデル研究校決定、次年度に向けて打合せ
〇年度取組みふり返り
〇次年度に向けて実施内容検討。








博物館・美術館への来館促進に繋げる




◎学校連携のモデル校を募るための調査・連携モデル校決定
◎学校へのアウトリーチ活動
◎国内の教育普及先進地域の事例調査

調査・研究・事業設計



　◎連携モデル校との教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発
◎連携モデル校との教具の開発・授業への活用
　◎学校へのアウトリーチ活動
◎国内外の教育普及先進地域の事例調査
◎学校「博物部」の創設推奨と、美術部と併せての連携活動の募集・学芸員との連携による活動（学校課外活動との連携）
◎ｼﾞｭﾆｱ学芸員の募集・学芸員との連携による活動
（児童生徒課外活動との連携）


2018
～
2020






　◎連携モデル校との教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの改善・授業への活用
◎連携モデル校との教具の改善・授業への活用
◎学校課外活動との連携・成果まとめ
◎学校へのアウトリーチ活動・成果まとめ



改善・成果まとめ



